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 １．現状  

中津市では、近年在留外国人が急激に増加しています。特に働きながら技術

や知識を習得する外国人技能実習生が増加しており、今後もその傾向は続くと

考えられます。外国人材を適正に受け入れ、外国人居住者との共生社会の実現

に向けた取り組みを市全体で推進する必要があると考えています。 

共生社会の実現を図ることで、地域住民と外国人が安心して安全に暮らせる

社会の実現を目指します。 

 

 ２．目的  

市内の外国人居住者に向けて、市が発信する情報をダイレクトに伝えるため

に、市報などの情報紙を多言語に翻訳することができる情報発信ツールを新た

に導入しました。これにより、外国人居住者は、市が発信する情報を母国語で

読むことができるようになります。 

 また、このツールを多くの外国人居住者に利用していただくため、ご協力い

ただける企業等に出向き、実際に利用しながら操作方法などを理解していただ

くための説明会の開催を計画しています。 

 

 ３．特徴  

 このツールは、日本語以外に9か国語（英語、韓国語、

中国語（簡体字、繁体字）、タイ語、ポルトガル語、スペ

イン語、インドネシア語、ベトナム語）に対応しています。 

利用者は、専用アプリ（無料）をスマートフォンなどに

インストールするか、パソコンのブラウザでも見ることが

できます。ポップアップ機能で、全体を見ながら記事だけ

読みやすいサイズで読むことができ、文字はユニバーサル

デザイン書体で表示されます。自動音声読み上げ（ベトナ

ム語を除く）や本文検索、アプリにはプッシュ通知の機能

もあります。 

 

 ４．今後の予定  

①．市報5月15日号に多言語情報配信ツールの導入について掲載 

②．多言語情報配信ツール操作説明会を随時開催（５月中に１回目を開催予定） 

 

【問合先】 

総務部 秘書広報課 広報係 中島 

TEL：0979-22-1111（内線 781） 

多言語で市政情報を発信します！ 

～外国人居住者との共生社会の実現に向けて～ 


